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合 成 点 火 薬 の 特 性値

(昭 知 32年 2月8 日 受理)

木 下 四 郎 ･中 b;f 正 二

(E]米比謁株式負性Frlt:作禁が)

屯気TF廿の臣針を行 う.=あたり挨粥す-き事由につ

いては前職I)で肝奴に治し た｡即ちⅧ紫野廿の斉発睦

を/向上させるためには I, L,q,rIを小さくし -を

大きくすればよいことになるが,これ噂の宅国のうち

点火三の陸離.こよI)影背を受けるものは 1,〟.-,JL

である｡さて.Iは _I-0('p-ro)であl),0は屯輯

LL上って定士る田であるからr糊 の蛾 のうちノIに

影野を与えるものは発火点rとなる｡LTは q-qIHこ

おけ,3勾虎であI),点火時間の '̂クー′+を92わす官主告

であ,-Jから点火?黙自称の陛旋及びt妹に鮒 した穎合

の龍の発生のJl劫こ上って形容石れる丑解である｡-

は庶喋時r'か'r袈わしているので点火雅の特性に上り宏

だされる｡ JJは 17-/1+,ILであり,JI,./に影繋セ

Jj･えるものLエ点火頚の発火点及び 瓜火邪の黙伝導韓

!̂であるから11もJ'1火事てこよって影専JL受けろわけ

である｡

従って点火鞘の特性7'Z知るためには _I,J',-,IIの

四要Eqがわかるt*な実族を市PLはよいことになるが,

それだけで11射不充分で空.=帯占職!)で漣-た如き和

要因について扱対を加えも必孝がある｡刃口ち封野田三.

f!輝 性,帽牧Kスia,鋳一片火罪としてJfTいる場合は

韓二Irl.火発-の恐火だ,姉二放火熊としてJ臥 ･る場合

には丘珠繁文は延時雅への斉火腿.火軌 火'IE.吸湿

性,a布のZIE.全滅を宗像させたいこと,合成の藤

島,未設広正.屑盈卸t=等である｡

3I) 1,II.q.Tのal定

直径 003mm の 7-rI,(90 ]0)合金税を抵抗

07E3のTE仲としてu!用した花見℡常/LT火町に約2革

で述べた各組合成且欠薫を鵜兼5/.JfL'<1ンg-とし

て平均 帥gl託探した魚火王とし,靭1職l)の庶火
感度珊定経を使用し速写電託を一定こし遠屯曙関をFEtJ.
火三が502.1允火する間伐で少し宛捗勧 させ i点析 す

る｡ 】点にu!絹する黙軒数は20面であZi'｡即ち同一屈

折に対し80筋の別科を用いる｡

各通tB喝胤.こ対する発火神々札琳柾上に7'.,クトし

硯 TL淡▲こ対する平勾戊火時rln並びに軌 申伯盤1_/決め

ら.これ噂の確率按より攻めたチーターセ8め又EX邦
工tJi･ギーを)Rめた輪鼎を讃31に元 す ｡

駁 31より各氏火典についてJ't火花談と接界エネル+I

-と0)四休及び平均魚火時rinとその摺準拠 との摂係

をfZ)元すると共に面映Eたる｡前額の耶韓から ▲l,/l'

を淡め,綬邪から作を凍わたものは讃3.2こなる｡
l'淵 時rl-1の邦定も恭 1租l)の方軌 こ従った｡釈1割ま

/･火時ri-1セ斬 したとl司-fdElの点火∃三七屯朱雷管.ニ

軸立てて使用した｡同一怒れ こ対する押 掛 土2C街で

ある｡沓花沢に群する平明 !済切断喝Mとその分散を

決めろと洪 33▲こlJ:ろ｡ この平明 成9]官印与rNlと繋

3)の平均放火時r,11の良を決めれば各q:流に対+るカ.

I部怨rinが淡められる｡詳 33の虫鎌の列に7:r脚 rinセ

!己した｡但し 71/ -/>携専件についてはバクヮ千が

大きい各点糧時rqTがにつきI)I?からなかったので記畝
したかつた｡

Jones式の･llま屯将に侍和される壬ネ/-ヤーセ炎わ

し.l'l火難の発火F'に 田縄するが,I,ブルシン革新 4.

ではニ トE･基の数が多くなろ世.10秒 三大きくなる組

向が見られ,-J｡伐.=漣へる感に発火0.もニ ト.,基の丑

が多くなる甲高くなっている｡モノニ トL7フェノール

介の3頓の盈投射 亡はオ̂小 .メタ.I-クと良性か大

きくなるに従って･･lの餅も小さくなっている｡ジニ ト

T･7ェノー′レカはメタ塀iB体と-'5欝i#件の申f;-T乃^

の ùi/有していて,ト')ニ ト.･7▲ノール舟のそれよ

りも小さいここ1こも極性及び発火ムーTとノIの値との関連

也-が見られる.リニt.,yVゾ/rシソ泊.DDがP ナ

IクIt･ソ‡ま何7pLも｣の班が塩めて小さい｡水府益の井

め-lの班に茨ほす淵 はこ い,基の丑及び付故のl司じ

ものについて放牧すると.- TLt･進の鼓が 】つの場合

7.1ノー′レ体のガか^の紐が小さく.それ以上ではレ

ゾル'/y体のJJが小さくなっていて一定の城跡 上見ら
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Fl脚 榊 -1i或る獣皮上しとの屈折価では相称 こ上る NLTNR
芸界が殆んとなくなる -̀の掛 ま大きいJJがよいがレ

ゾル･/ソ扱着払ではニ ト.l基の紫がt多くなると'は小

さくなる｡ これはニト=基の数が多くなるrLI発火の

磨 ,分解反応が激しくなる傾向こ相作う徐である｡又 BLTNR

)ニt.7ノL,-/r,シソ頴の嫌.こ偲伐の比僧的ゆるやか

1J:ものは 丁の鰍 ユ大きい｡DDTIPもにH三河桜の原を

有している.

各札火難の 07JldJ二の花沢で発火さLTた構台の

丁の鞘 位を鮮32の 一番右の列に研けた｡

次に'LE32の ･l,B,a.' の偏を用いて

T,ご=1 (1Le(logH)q･-lαx3091+ILeB)

斉発限界花屋式 こよP)%点火半をJfい て組立てた宗発 テ トラ七ノ

花屯田管の斉発蛭の比較を行 う.即ち屯棉菰抗 ,=

､07El,のとき 1.-100甑 の屈米田腎を斉発させるに繋

するFA那花庄Vは表34の並 l)であも｡

L'y-ルシソ誘導体の苔発限界唱圧は占 い,基が一つ

多 くなると約 100V大きくなる.文中牲姓上))也蓑睦

姐は約 IC-2OV 高い伍を朴 ㌻る｡唯姐2S性 ト)ニl

l'L'ゾルシy煎丁こけが郷外でジニ Ip政の斉?_性を/有

している｡>'こ T･⊂ソL,I/ルシソ館,】)DhTP,チIク
BLMNIR

･{ンは共に斉発性 tく,特 こ}ニ トt" V′ル5'欄 札 DNR

かよい｡9-Iクセンきま,の虻が小さいかこ斉発姓が宕 BLDNR

千劣っている｡fgi職斉発姓Tlけから/一7火灘の儲劣を比 NLTITIR

僻すると次の鰍 こなるQ

37
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13B エ 知 火 難 ta 金 港 aT18資 財 2倍

/'L ト1rソL'/ルシy紛>モノニ ト.日,ゾル'/y 32)粟火点の九隠

賠>Dl).W >タIクセン>->'ニトt･V/J1- ソ爪> a)クか,プ発火凡職級 こ上る測定

日 ニ トpL'･/ル シソカ タ-77'発火点細 野.こ班甘約 0cc2gを攻入し'

しかしこれTlけでは点火累として契打:こIflいるJ8台不 発火待時間{発火温皮との開陳を決め臣持した結果は

充分であることは前述の通りである.以1 史に発火だ 斑31の如くなる,
(クルップ発火氏神 潜 に上って東砂['発火た及び艮 発火温産と侍時間ED肌二は次のEP騒があることが~

句軸jJL.発火爪珊忘欝によって求めた発火J'T),光78 奴･こ認められている･

管 .こ上るかた玉の旅炊火払持挽時llJI.馳 モ〝 ス

恥 臆蛾dA圧,吸湿的険,耐紺 放.絶牧発熱は.

牌換感庶称の押暇 な各喋JJ'火鎖について行ったのでそ ここにLは柳IhfW,JJは汚性化エネルギ-,Tは温度

の招来を報告する. ('K).R及び･1は官選でるあ.ESm lJ)待時間 4番の

FTを発火温度とした租合の及位並びに活性化王事/Vギ

L .ふ l r;-十 二 滴 謡 謙 巧

L - ｢二 一｣= ｢ .- - u 二 ｢ T= -3+し.十
I
I

】 l1ーlL_ー⊥

I ll

一一 JL 一L紅⊥I.サ十一 l 一丁 .一一日 1 . - i i

二▲ ノー (YJ

図 3T-J､と常数 1

の仏を淡め.これを盃35に流す｡前現でも述-た銭に,

V/ル'/ン鶴有休i･はき lu芸r盛が多くなる観

発火点は高くたる.活性化ニホJt･+I-もrjq雑であ

る｡中性姓と墳苗性姐を此伊 fると発火JR.ま若干中t地 の万が救いが大粒ない.号音陸化 王ネ

ルf-は道に泌 投姐の方が小さい｡･tノニ ト177.ノ-71

,鈴Z)3つのR姓体では*Jt･トがb/'とも発火瓜低く,メ

ク,I-'クがそれに次い1:'いろ｡これは双bi

手取事の大きさの朋であらが.この三譜の発火J'Fの鑑はかIJ-り大きく,それがJlの蛸でも大

々.f穀とな.)て表われ<いる｡-/'古 い '7.i/一

欄 の発火点は 7u-ニト.17 .i/-Jt･漁 と 1)-ニト..7ェ

/-JL･給の中r伸二あり, HJニ トt'7.Lノール

カのそれ上州 ､さいことは ･lと全く周 一は向であろ｡ 7 ⊥/-ル賛i

S件で.まV/JL･'/ソの 38機分と迫に中性姐の万

か姓品性地上f)発火F'Eが若干ないが,Aの鋲も又Ll.陛

gLの万が高く出ている｡>'ニ>T'yV/ルシy舟,

DDNP,タトゥセy実に tの伍が･小さかつたが.発火点も捷めて

低い｡称 ニケ トチ]:ソt三低い■b

)白金屯領に上るN点並びに焚火瓜相同 32の如きLEl路を作

1)白金扱矧Itimこ秘めて′ト款の禅悦を肘乃さ

せ.その軸比並びに発火点を副費版 でも胡する｡和深

に上り屯絹が黙せられた敏合そこの上昇ttA歴Qと取離 ′と

の!川には0-/!なる開床があるかL,.今融点蜘 fJ:

る物質を取確先箱ILにつけが取除下.これ無しつつI子を変え

てTa桟の瀧定をJ=けてVDくこ態仙 こ還したとき

は庵めて轍 に何祖する状況がB]擬 される.こTLを2.

3の物質につして満たし Ttと J eの開集を国東する
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の少月を附JaせしめItを変え朝敵鏡下にてその融IT及

び発火F'!のTE附Iは 況み地に付た岡上の ruDrELを攻

めれば軸点及び発火AIが攻められるわけ't･ある｡文部

昏放下ICq珠すると._Y分耕し色調の変化するものもあ

るが,これも嫉瑛されるわけである｡

さて親車軸貫として萄んJl繭億乱 輔巌ソーダ,質

息香横の融7'tと7(淡蝉の四鎌は繋37の如くたる.,

誹 3丘よJ)p-(1グタブを禎くと圃 33を得ろ｡

次に魯只Flについて柑た rよ')Ttを求め.包3.3

に上lJ肘か及び発火瓜7'r求叫〉た秩果はず 3.7の如くな

/D.n-3で屯JZはす-てその平均鋲を記入した｡

& 36

Li133この方 法に上る焚火仙 上先カタル ノブ発火点

武略芯で涙めた発火爪とかたl)弗なるが.ブi頚≡発火触 ヱ鞘

の払 加孤 児,笹笹の形状執 こ.iI)炎

るもので.あるから当伝で



通常I'映 弟は発火瓜より 30-10●C低温から分解を

始め,択粥.こ色叫L̂射 ヒさせながら分解7'Z行い,in庶

を徐Jrに上げ{兄火かこ到ると始めて充火すTJ.但し

立道牲 トyJiI.,L,/ルシy瓜 と'}ェtcyvブJt･'/

ン給.1色EIセ金燃変化させすにいきなり焚火する｡ L,

ブ ル シン防斗休のうちiL.ニ発火に先立って措恕するも

の.まない&.tlZIン組 .DD:(P.ナ トチャンは一

度畑群する.

17さい'7i/-ル姫.i散々Iこ施 1丘を上昇して

わく亡雅 ▲ますもZがLgE化してしょって箕火しな い . こ

odは 硯故は瓜 性でクワy雌 のJ■含Lこも㍍々見ら

れ!=.7 ⊥/-ル兼点火真に見られるこの凍な舶 ■

さ び.こ古い 暮?む '･同じものでL,ノJt･5,ソ弄点火系

と比止し1_蛾/uL.発火の転の分解圧JSの転籍が差く,文

紺 5-点火三つ-芯骨のみで行われて十分▲こ点火三全

紘.=巨指L/ =一･ものすらあるとヽ ラことは点脚 一

の帝丘でJ<ク 14か大t=tく,血煙和 が.まつきり77か

ら-Lかつ+=こいIことくd珠もものであって, 7Jノ

I/一誌■件U?方かL･./̂ ･5,ソ脚 件より点火菜として

不音当であるこ Lを元している. 又 こ こ▲こ水農芸の丑

I?M か見られ,i.稚PSl･*-トT)に依ればtlタタ

ン最カ.i合成法 こより可成 り爪火器としての1主監が兵

り,ガ弘によっ{はBlれた炭火兆がttl来る様である,

33 光t守L=J:石火加 古fP 同の丸は

爪火三七放牧させて,その火焔七光屯℡ でとらえ,

相伯してⅦ成*･'1,7ダケアにかけは,瓜火玉の鰭伐

の壌和か時T+LE的■こ把孝出来る｡この写#▲こ上り讃搾 ttL

等る通屯舶 上り火玖JL尭する迄の時rill._tE鯛 時

rLqにEm快あり,文火焔のすSt紗帥 Iの施弧 二転かいもの

は3&発t朱7T甘川棚 に1くある蒲火し月い棚

に勾する海火性が劣って凍る.火協の明るさは時鵬

.こ預dLJIEqの芯さとして現されるが,こ11.の著しく倣

いものは花火顎として不遜当である｡

軸受に世RJした光屯℡栖招tql緒は同34の通 りで

ある.又 tノふトpL,ゾル!,ソ舟,I/-ニ トF't'ノ Ji･ミ

ン頼政びり ェIL,レ･/JL･yン蛤.こついてのfl諒* ワ

シ℡′タフ一二三も刊定年暮rL団 3.5-)-3■こ京した.

牢Jtに1り通史EM始から発火に重もiiiの時TLn.即ち

党火よれ.垂▲75向の拓き,発火技士3t)のiEさlこ至る

造つ時間.火塩{'婚牧時間.及び面挽蛾 圧を攻め,

その平均やセ&38にI■めた.但しtIl火京火焔のス〈

タナ̂･はすべての点火王がF4-では'=いから,火防の

妓書も研 I=LJ_この丑t5で雌 するわけ.二は ゆかな

い.

ttZIン長点,ナ ヤクtソl土Ja疑.三汝い ､が.火堤

NLDNR_ _ _ ._ / ｢ 】-

.･..Ei135-2

NLTNRp

! iEa3

5-3は殆ど'出1軍事にとらえることは出等なかっ

た.又t刃でわかる&.こIヲこt-I,./.･シソ折は

蜘 こ汝しいあ,ナブシE･yク7では十分火焔Dさ.!が&

ILていない.もつと改ま.拓く出る書てあも



qiTHB 管 Lこ関 す る 読 究 (m7稚 ]) 141
去 39

- 息慧警盈翌 芸 名 (m"蔓 憲 i(-"蔓

i:LLih.llV"RR .;.ヨ言二:霊T7芸三:≡ 禦 ごぎ 6･2 NLDNPh 2.5l･017･9O}717DIO･358.占U.9ニ2･LCa l.C5

レ･/ルシン隣導体について先ず比暇すらとこ い]基

の数が多くなる統発火遮れが煽かくな1),火縦の強さ

は強くなるが火輔の持銑時間は壇かくなる｡その為両

税tt較鰍 ミ小さく1J:つていろ｡JIPちこい]嘉の数の多

い t･yユI13L,′JL･シソ鈴では憎働 ILiBしく,強い光

を持って箆嘆するが･.放縦 時間.=それが･Iきってし

ま)｡従って-も小さいわ.ナである. このtIな爪火藁

は特殊な用蓬.こ任用す,3電気tl書の凡火郊こしてL'-ヱ

いが脚 気亡管用等革美.ゴすする語火睦1ニあより領

九で-鼓的用息 こ東するもE3ではJEい【それ▲こ対して

t ノ こい;L,I/--シソ顛ユニ伝動 lつるや51で長い時間

招eI_するが.充はそれ理強くない｡

34)bfI生成ガス丑?瀬丘

三つ口7クスコの一つの口.こゴ}･像セし,JJ-eT二

は鈍ほを2本遺す｡爪火玉の糊 を垣かく切ってこの

領韻に瀬付け,見如1外部から爪火執 こ上って行 う｡

他の2つのE)には温度計 と水鉄柱を夫 野々付けろ｡水

鉄柱はU字管で.7テスコFgの圧力を外圧と等しくし

てその時の水P.蛙の詫言7-Z銃tZ｡J'l火伐もrEE嫌.こ外圧

と等しく水虫蛙の高さをして,i裾 の缶･こよりガス発

生Jを測定ITLる｡点火.こ上る,タス?内の湿度上井は

大件o.2oC武漢でもつT=｡ ガス兼を軌 l戦旗 tOoC,

クdCmmHg)に換井して菜 30.こ配した｡むCZは 九 一

loの平革傍である｡

t,/r,シン訴iB体のKスJLはこい=ZZlの劫か多くな

る朗 している.叉利生姐は塩基牡姐上りか ､｡これ

等ほ_点火藁の化学洗迄と比較して考え.～.三当然のこと

である.ピタワン最取で､エジこいZ7ェノーr一党より

ガスJが少な.i.,これ.土ビ7ワン烏丸{･はだ牧が点

火王全件に韓 しないさである.ナ トクtyでは史等

の全Jtが入っていないあ mg当りのqスtか多くな

って..右｡

NLDh'R 2175 BLDNPh 11.0

BLDy'R 19.9 BLT:ヾPh e.ら

NLTX'R 2?.3 ナトラ七/ 17.】
- ､- .ll･･･････････････････. ⊥-

点火式の漁牧童成ガスtが阿哲■こなるのは胃管ftlで

焦火 二上り発生Ir7L)qスが空間罫の圧力を市め鰯

L-増 発する以前.こ甲仲が敵城する所謂管都が適発7Eq

雷管でE171欠脈のtW によっては在る場合がある為で

ある｡勿論脚 古漆からの鮒 〝ス菜も又空尉部の〝ス

の程度も腎剤の一つの凶･7ではあるが,点火兆の悠放

生奴uスLa及び次明で並へるガス発生諸炭が泉も大き

な因子となlJ,こTLと管拝金放校の敷皮とのEP保によ

り点火三空間好の必敬啓税が決定される｡

35)世glガス正のII手

放 uス圧の溌息こ.ニオ-t1イン式ま小鞘 昏i

変化萄左記畳表t,水冷式鵜圧笥宅霞等を投合せ琶廷

*ブシFyタこより帝rLr的妄化7:Z満更した,燕定圧箔

:三縄 冒BLの救小封 ヒなた放するためのE三吉と珊 時

rNT聖鐘世路と5･ら成る｡前石.三点火三塁打に葡入され

たt{A IyセEって完た圧力.こよりコンテyJJ-の蟻

坂rFq.GTy封 ヒさせ7L'.換すすれは珊 琴丘を変化さ

せ,その変化をそれ.=逮するTa敢垣の変化として頼出

し,苛連オソ･/t･9'タフに上J)この電狂の時rul的文化

を託穀する.推せ1三点火回 路と屯田オワシ.7〆 ク7な

劫 させて瓦花時r+ulを詑鮫する｡

以上の丑促 な放立てた恐縮関は図 3iの速J)であ

る｡

T-1rlンt
bJ･lltt書tN- tz:らT1-

tl･,日 1" 叫 托tiX一 … tErl一

包 =出汁71蝉 卜也
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この光正.1上lJt/ニトpi,′IL･シL/D./iZ･E7

レ′ルシi,忠.TLyニトpレ′･-i,y舟7)各申t皇盤を

Fl欠させた格aJ)Lfカ.反応内Ⅶ (圧力更生上り近大

Jf力■こ+=る迄の時間)及び点火より庄力先主を恥 す

るiEの時.''JHLiI記した.PE租 D市由.まC七亡.点火

可成.ま的 ⊥̂ である.点火王D大きさ三大仲間Lであ

ろ&.P,t.三S少見なるので mFt当りの圧力i.書いて

I.'いた.勿JiT弔t.こより点火巧D分解J)仕方が多少異

なって采も可鑑比かあるから 1mgの瓜火三七らこの

圧力にrLTuというロではないかも知れないカ,比較伝

としてCせた.桔丸 さ誕310の送l)である.湘定位工
巾-4の叫 iJiである.又測定尻の-列なEEH 7に王ら

Ilた.

Jt )10

,= 科 圧 力 毒 蒜 莞韻
(kg)■ (ms) ims)

;:.ヒ;I:'RR鳥 ; ;::芸 ;::､ 笥 諾

.N-T.Vft 帆3し く8.7∝kgmg 3.3{ 3･39
` 油 管El0.33ccのJ8台の何

EZ1 37

77火三の庄九 二JLトFL･/I,シソ史が'-諒大きい
1,mg当りでTtlする亡 ト9ニトTL,/I.･シソ虫5'.
一番犬} iト.,叢,D戚bこ少'=くなる托小さくJEろ.

fi'珊 '.% ぴた火jkt時雄bJq蛾ニt.]芸J)史J)王iF

え･.iつきり見られる.

遠音つTf用珊 鉢 三一三は 2【仇 gcrn!の静圧五ヨl

える.仇 と玉の患脚 ZEの45B:ならや.上り2OCk8CJZl三
位排 終わ耐えられることb･加暮氏l)書の粕 .こよっ

てわかった.Lb･してtF件D広,蛋,Jで.三拝さD不均

｣ 由稚 魚でミJLL.･ことを考えると,安全事を大>く

覇ってそが フケ玉t… 圧力をわさえる

ことが妥当である.かかろ見地からすれは}=いZV

yJ>シソ染地 圧力.i上Elぎりぎりであり.トyニ

IL･V ゾルシyDも少し馳 'S くなれ;測 七色切

至宝を量ずる.

この韻にオート′イソに上る秋 王の鮒 庄̂D

鞘≡.ニ唯単 こ点火王の伽 の批 g六匹のEtt.こ上

って見るだ:ナでたく,甘所の危地 をこれに上って知

ることカ'i出来ろ.

3.6) 蜘

点火拙 三次棚 詰性と共こM tた

陸長であって,脚 こ上る瓜火王の晶文の靴 i

この2つ地 文の欠 除に虹凶すろことがきい.脚 を

宥鉄芯j軌こ解かしてJ<イy′-とする点火王i'於て.エ

点火柵 エあ士り事余されないか.7k蛸 と

するJ<イソ′-セ使用するJ8台や,戊火如 粒状のま

ま淀岸する等台に.こそ.D倣 軌ま… 出i:た
い■

そこで･t/こI lIL･/ルシソ,ジニトEIL･ゾルシソ

の亭匡別 .Jm P.ナlク･t=y榔 点火真

について 25◆c tG# 汲丘における柑 なまi宏し

･'L を点火取三的 1gを押椴 に採現して粕 こ供し

た｡その鼓果.三周3.8の遠りである.

モノニトTL,ŷ ･シソ舟 ニjLl甘L,>--y yJll

ウ歪かこ拙 .大きい. トーニトrレゾJt･シyi臥こ

ついて;三実放したかったzB.,S7ニトqL,ゾJt･yy瓜上

り更に少ないことb'獅 されろ.ナトクモン汲ひ特に

DDX? は馳 て少な..t｡軸 とはTすむに水と

の裂和力であるから.鮎性の大きい鵬 ま吸靴 も



モ T.= 管 に 糾 す ろ eT冗 く387■ I lミ3

3.1) お魚tiの11宝

点火三三をtaJZz:た匹で 11●C,eOIcにて 5,10,:D

B恥 託し,7e枯枝 0,7AI叩 .二おけろ軍馬=Y火時lql

を耶Stした.RfIには･t/エIp及び57こい'V>-JL･

蓑 3ll1
くり 10'c

itl'Jh火中細 くカ′ゴ伽 i変化qi)

か■野'J hr さhr lChr =こhr

事 Tt ,(17.,) (11･') (メ) (T･'･

yノの由瞳孔 DDh'pJL生用した｡指黒 土軒 LZ及

びE更3.9の連l)である.

#jEl及び四39でも1.･る様.こ加奈こ上る平均･T.火

時rMTの変Lt:耕 土大きいE-こ列へちとtノニト｡L,,-〟

I/i,酔,t}Lト.7レy-JI･シy乱 DDNPの朋になる.

t誰.こ上るLl.火薬の発火.王事するに召捕の加茶.'･上')

d火発が加鼓されて発火するのであるから甘藷に対す

ろ発火点姓の上い庶火打.-Jh黙.二上り変化し凸し､bの

の首である.エtLE義Z)井の少たい万がZE兼文化事の

大..tいこと.ニ勿汚Z)ことであるが,DD:､Pの変化等

10･6 (臼0, (,a, 豊 至 芸芸≡;三三(%= 慧 芸 =DJ芸'bPI-≡tfh,CT'i

l~6 241

1j.昌 15a
I36- (は9) (20.0) (323) 温定の加東に 上｡あ ま｡分解しか ､と､･叩 宍･エ

89 (6.7) (12,) (謂 DD"Pd･次の恥 共御 地を東石蕗であろ'･文 '
95 ]0()

',トJIク作■への2つのニIF芸のif人は芳省長化

鼓 3112
(2)七山.C

平だJiE火9r¶ (* 7円.二王'==壬)

台tb.=Jy'メワ一読巣を茨.ZL記71を引きつける.即

ち イ* y把7)厳禁附子の† ･1ナス荷電'L革める作用を

ffI.かくて lオソ戊の階 引力を淡少させるので

美甘lネ イ̂ ー 三溝大し,実売昏:ま益々増加す,3｡

H I 耶 ･omhsr, 冒,.?,rI.(oJ,rIT#h; oe

4
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39)字纏感Lfの311衰 耗丑は欝al3に EZlめた. 讃串の分点の分母こi恥 LEl

/J.L火発の額攻上の放映也の尺度の 1つとなろjP舶 瓜 ,分子は発火Ldl劫である.50/.J発火の花Tr(lL兄火裕

度を山田民声軌昏皮R晩23な用いて行った｡比較のた が荷iaに対 して正舶分布･rると仮定して洩めたもので

めに百款は勘 (℡R ･JA無頼カリ8 2).及び t,タン ある｡

蛤 塩生】(5 5)取合鞄.こついても封建した｡判定の

J1 3Lユ

NL九1NR

NLD.Ti冗

JNLTNR

LDINSR

DDNP

テ ト ラ 七 ノ

育 TZ粗筋
ログ/鈴 ･,y粥

g

J

:

一

㌦
:

.e
I

r

レ1//-シソ跨有終で'JJV払態度;土ニトt･益の紫が多
くたるV..
色感になるが,t/こt1]と./
ktLqでは拾

ん2-蓮がない.こ̂噂と児頓すると[/こいlソレ/-JL･
'Jy虫.
こ若干さと啓であるしかしTB戎捷劫やDDNP

は賢こ耗感である｡pFソ
約･iZlif配合鞄.
まト.)ニト

Fレy-ルシソ魚.こ
次いで色感でもろ.

第4章鈷措

以上常頃℡JFの表書子.こI.'いて点
火繋▲こついて.こ如何

なる要田を放討しなけれ.王
たちLないか,
l芹賀田の合格

如拳官は捧秩用途▲こ使用する牡含

.
中元t坑百管用

として使用する場合,
投発屯久田廿の場合との栂JZが･

遭当か革の仲村.こついて
塾位を串けて荘明し,
又7⊥

/-r一所,レ./
-ル5,y類の筋化抱についてニトで満の

主生{その位政かこれ噂箔染田と如rpJなる印紙こあるか

7'E迂へた｡
虻等の満定位と化学律迫との調味を琵丘的に究明す

ち
.こ.
三分=(一艇.こつt,.
ての暇を行い.
出合の襲宙七

尾める共租エネル<-の関田,
鈷良二-
Jj-
えろ粥,bのZE
のEl噛陸産,
結合の分雄性,
Bl手相の7Bなりの群

脚の純点こつい{の研究が必中と思われる,この
也

た研究に上州 さ宗.f'7火弟の分手f*iaと監遠の点火弟

の鴇瞳節との耶麻が肌かlこなれは.市場 朗の指

針が丈に文相られることに/=ウ.熊湖上益することが

多いC瓜5.位しこの開陳 ま現在明かでないので,F'

火芯 としてあらゆち必準先陣y/前足するものの化学構

造は明かでない.そこで合牌 uA火炎から1⊥ヒ迂-

1=如き瓜火散こしての舛 灸件の全部を満足す るもの

hr.得られILかったこすると.喪知D2i&以上 の ものセ

況合して使用すろここも考えられる.このJa魚.氾合

挽の出合比.こ上ケこ l,/I,ナ共の他の盈妬{_/かなlJ

珪jBことTJことが他宗.かくて宍Tfl性あTJ九九男を見

出すことも可幻Eである｡

兼併死*L行 う.こあたりIi芸な珊 ifセ盛った工学け

i･日野鴨杜氏 こ厚 く1m札巾LJ=LJるE,

文 BE

1) ~そこ下田.q エ Jq泣 L52(昭293),162(暗2g.?)

1623(柑30.3)･

2) 木下EEl恥 Li･W正二 エ火35179Jl(硝316)

3) 】-B 95613

i) 加計清規等 R莞IR.
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StudLeSOnElectricr)etoltZltnrS (VlトTl)

CharlLCterJStlCValuesoEthelglutjoltCltaTgeS

byShlrDKlnOShltaandShoJINakahara

sc)me一eadSattSOfllZtrOCOmpOundsof nators.havLngbndgewlrereSIStanCCOf

pTlenOland resoJclnol,andBorneother O7r) These＼●aluesareasfollows.

kr101Vn lgnltlOl一Charges,suchasdlaZO-

dlnltrOPhenol,tetraz(､zleaTldleaddlnltrO･

sD-reSOIclnOlhavebeensy一一thesIZed･and lgntuonCh.lrRC
thelrCharac亡erlstlCShavebccllmeasured.

1e,thevaluesof.I.B.LT,r,SholVnby

ElWyn JozleS,thelgnLtZOnal】dmeltlr)蛋

po‖1tS,thedurat】onoEtheFlames,the

volumeandthepressureofthelgnltlng

gases,themo】sturcandheat-proofchar･

acter】sttcS,andfr】ctLOnSCllSLtlVltleS Ozl

thesevaluesIVedlSCuSSCedtherelation

betlVeenthemo】ecularstructuresofLgm-

tlorlChargesandthezleCeSSaryprOpertleS

forlgnlt10rlCharges BytheequatlOn,

T7迄 巾 =(log～)07/lLYx3091+n:BIγ

lVeCalculatedtheZlmltLngVOltageDfthe

serleSfirlT)gOfOJIChundredclcctrlCdeto-

I2

日

SI
R
4
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(OrLOLabNTlhonh,a),akuCo,Ltd)

日本産業火薬全写A作品額ず碁兼

EI tI

サ イ ズ

Jp tin

涙 掩

発 表

LY.h J)i

rtTtrll

政男用法恥 こ上る用鼓写真または産乗用火薬封の所Gt]琴共

キャビネ以｣二(枚数 二部限なし)

明和 32年 日 月 3E3

どなたでも御応訂下さい｡

群立桔恥 よ全応募砦に荘貨お知らせ致し3-す｡

北京部千代田rE神田岩木市 13等地 日本瓦燕火繋会

1 作品は台紙に貼付したいこと.

2 入選作品の版椎はEl米産秦火薬会.こ属する｡

番 兼 良 火那メーカ-より推置きTLた苛空色による.

空 1時 1人 10,000円 2専 1̂ 5.CO〕円 3専 2人 2,棚 田
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